
令和7年2月度  本  部  通  信 

本部全体会議該当役員殿 

担任部長、副担任部長殿 

支  部  長 殿                                              解   脱   会 

           理事長 岡 野 英 夫 

 

◎ 立教 100年記念事業勧募『趣意書』について 

  ※添付資料をご参照ください。 

◎ 第８５回三聖地巡拝 代参感謝金について 

納入期限：令和７年３月１５日（土） 

※詳細は添付の『解発第 2504号』〔令和 7年 2月 1日付通信〕をご参照ください。 

※「代参感謝金送金内訳書」＜支部のみ送付＞ 

 

◎ 第８５回 三聖地巡拝について【再達】 

期 間：令和７年４月１日（火）～３日（木） 

申込締切：令和７年２月１５日（土）※本部総務部(経理)必着 

※詳細は既報の『解発第 2441号』〔令和 6年 12月 1日付通信〕をご参照ください。 

 

◎ 終戦８０年記念 沖縄慰霊巡拝について【再達】 

期 間：令和７年６月６日（金）～８日（日） 

参 加 費：７８，０００円（羽田空港発着） 

     ４１，０００円（現地集合）※航空券は各自手配 

申込締切：令和７年３月３１日（月） 

※詳細は既報の『解発第 2502号』〔令和 7年 1月 1日付通信〕をご参照ください。 

 

 ◎ 本部役員の任命並びに委嘱について【訂正】 

    『令和 7年 1月度本部通信』添付資料に誤りがございました。 

    お詫び申し上げ、訂正いたします。 

    ※添付資料をご参照ください。 

【教 務 局】 

  ① ハートプランナー２０２５開催について 

と き：令和７年５月２４日（土）１０：００～ 

５月２５日（日）１５：００ ＜終了予定＞ １泊２日 

場 所：御霊地 

内 容：メインテーマ「幸せ」  詳細は添付のプログラムをご参照ください。 

対 象：女子青年部員・女子青年部 OG 

定 員：３０名 

※詳細は添付の『解発第 2505号』〔令和 7年 2月 1日付通信〕をご参照ください。 

 



【内 務 局】 

① 『霊魂萬部供養申込書』について 

春季申込締切：令和７年４月１５日（火）（本部必着） 

※詳細は添付の『解発第 2506号』〔令和 7年 2月 1日付通信〕をご参照ください。 

 

② 津之守弁財天春祭執行について 

と き：令和７年３月１日（土）正午より 

と こ ろ：津之守弁財天社前（東京都新宿区荒木町） 

 

③ 道場守護神春祭執行について 

湘南道場 

中部道場 令和７年３月１日（土）正午より 

関西道場 

 

④ 解脱金剛奉賛会新入会及び入金状況について〈12/1 ～ 31〉 

新 入 会      前月同期        合  計 

７名     ２，１２８名      ２，１３５名 

７口     ２，１５８口      ２，１６５口 

入金状況     １，６６６件     ￥２０，７６０，０００．－ 

 

◎訃  報 

◆元相談役、今井典男殿（当 96 歳：甲信教区・長野岩村田支部名誉支部長）には令和 7年 1 月

18日霊界入りされました。 

茲に謹んで哀悼の意を表します。 

 

【お知らせ】 

◆ 令和７年２月度行事及び出講者について 

※詳細は添付資料をご参照ください。 

◆ 解脱会ホームページ 

会員パスワード：0676（令和 6年 9月～令和 7年 2月末まで有効） 

会員パスワード：2580（令和 7年 3月～令和 7年 8月末まで有効） 
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解発第 2504号                         令和 7 年 2 月 1 日 

解 脱 会 

理 事 長 

 

 

第８５回三聖地巡拝 代参感謝金について 

 

御皇室にゆかりの深い三つの聖地を尊び、参拝する三聖地巡拝は、本会の根

本行事の一つです。今回、参加が叶わなかった方のみならず、支部会員各位に

代参感謝を御督励いただきますようお願いいたします。 

 つきましては、経理部「納入書」の「代参感謝金」欄に合計金額を記載し、別

紙「第 85 回三聖地巡拝 代参感謝金送金内訳書」を添付の上、本部総務

部（経理係）又は直轄道場にお納めください。 

納入期限：令和 7 年 3 月 15 日(土) 

以上 



別紙     第 85 回三聖地巡拝 代参感謝金送金内訳書 

          教 区              支 部 

 

区 分 件 数 金 額（円） 

解脱金剛宝塔   

※ 〃    御給仕料 ※ ※ 

   

外宮   

内宮   

橿原神宮   

御寺泉涌寺   

醍醐寺   

   

合 計   

 

※ 斎祀精霊に対する御給仕料については、下記に内訳をご記入下さい。 

氏 名 金 額 氏 名 金 額 

    

    

    

    

    

 



本部役員任命・委嘱について【訂正版】 

 

○ 令和７年１月１日付：任期２年（令和７年１月１日～令和８年１２月３１日） 
 

 

◆  理事長   岡野 英夫  

 

◆  相談役    木村 正則  服部宇之輔  早川 廣美  西村 晴雄 

         倉田 正治  堀越 興二  藤原  了  笹倉 範久 

          

◆  常任理事      岡野 英夫  田村 和彦  宮坂 保徳  安達 武寿 

白木 好雄  福井 恒明  柴山 秀一  木﨑 成博 

         鈴木 秀男  齋藤 安彦  髙本  昌則           

 

◆  理 事     岡野 英夫  田村 和彦  宮坂 保徳  安達 武寿 

白木 好雄  福井 恒明  柴山 秀一  木﨑 成博 

         鈴木 秀男  齋藤 安彦   髙本  昌則  田中 宏明 

         藤原  博  和田 雅夫  坂﨑 康宏  小林 輝道 

櫻井  詔    山﨑  正道    岡部  靖子   弘中 由治 

佐々木 勉    宮﨑  尚    福澤 文雄   植田 郁代 

 

◆  監 事    関谷伊和男    山田 盛和  須藤ふみ代 



◆  参 与    山本  功  後藤 隆一  廣瀬 武雄  多治見 寛 

小澤 留雄  武甕  豊    若井 信宏  矢嶋 章八 

         舘岡ひろみ  浮田  巌    伊豫田丈夫  原 總一郎 

         横山 一恵  加藤   明    山﨑 秀子  栁澤 賢治 

桑原 康彰  宮崎  修   小池  裕  安江  敏 

磯崎  崇  冨永 和雅   杉﨑 宗人  斎藤 辰巳 

谷島  隆  上原  功   山田 一元    小林 和子 

小泉 博文  田邉 立身  萩原 徳治  森近 洋治 

村上美津枝  朝比奈憲一  水谷 建吾  宮崎 武志 

田中 尚郎  藤原 誠介  市瀬 博貴  内藤  憲一 

渡辺 碩克  西村  武  平木 敏勝  外木 寿一 

中元 敏彦  西村 重夫  倉橋源四郎  白井 正男 

廣瀬 充幸  日比 正光  仲佐 久代  飯塚 健一 

佐藤 昭二  小出 和子  重森 政義  武笠 一男 

西田 義信  重森  静子  杉山  昌光  浅見  和正 

永井  賢悟  堀  精二  原島 正光  道林  孝吉 

根本  博 

 

◆  理事参与    車  康平  上島きそ子  森下   勇  増田 勝範 

合澤  裕行  荒木  友充    下田祐紀夫  井上 公郎 

         倉上 利夫  品川 順一    瀧  久和  内田  孝道 

         伊藤 友則  佐久間 学    山本  和雄  福田  實 

間瀬賢次郎  飯塚 弘二   荒巻  英栄  浅利  親範 

武市  万苗  西  功義   松田 佳高  中江 サチ 

宇佐見光男  宮崎  達郎   大木  直孝    嶋田 清和 

田中 喜夫  磯崎 利夫  田島  知幸  鈴木  隆司 

中西 好子  政年  均  山本 英次  服部  邦俊 

近藤 貞男  原  誠之助  梅村  吉男  横山  高信 

三屋  眞一  小椋 一衛  吉田 直之  中村  泰明 

柴田 正美  吉岡  正博  重實 廣美  石原  悳二 

猪子  恭一  瀬尾 正照  中川  朋昌  森   純一 

池松 康博 



布教本部員・本部教務員・教区長 

 

◆ 布教本部員     武井 達郎  三浦  純  山本 吉朗  今庄 康裕 

福澤 文雄  宮原  秀治  田邉  洋一  堀川  剛史 

                   

◆ 本部教務員    松橋 伸次  杉山  眞子  菅原 千鶴  堀江  敏幸 

柳下 啓子  合澤  洋子    清水  隆善  大谷  玉枝 

         松岡 利一  荒木 常彰    金子 周之  村津  孝徳 

         滝沢   寧  津村  和範    岡野 孝行  西脇  武利 

内田 浩生  武井音兵衛  宮下真由美   栁澤 誠也 

斎藤   真  鈴木雄一朗  松田 弦美   須藤  満子 

大舘 正男  岩田   始  岩田 有加   山根  浩補 

野瀬志津江  加藤 英昭  松原  和仁  小河  敏郎 

鈴木  陽子  磯崎 昭裕  齋藤 高徳  川島  和人 

藤井 博司  松木  徳子  小嶋 由久  松原 儀明 

伊藤   功  太田 豊地  奥野 里美  今庄  和子 

西村   学  田中 英次  長谷 浩明  岡野 茂生 

伊香 利章  松本  勝治  舟橋  健雄  阪田智津子 

大西  和子  畠田  真吾  藤原  良紀  沖本 義治 

三木  省三  割石  順子  藤原  康雄  橋本  政憲 

橋本  勝弘  杉本  弘美   桶谷ひろゆき   飯尾美喜子 

亀岡トシ子  織田  豪  西原  四郎  日野  富美 

 

◆  教区長     

  北海道道東 佐々木秀夫   東京第二  坂﨑  康宏   北陸   太田  和雄 

  北海道道南 矢留  勝則   東京第三  石井  好正   滋賀   片山  隆男 

  東北第一  菅原  弘樹   東京第四  原  忠邦   京都   松田  計子 

  東北第二  赤井  貞三   東京第五  土屋  慎一   大阪   永田  秀次 

  新潟    恩田  信子   東京第六  大石  邦雄   和歌山  宮本  貴志 

   群馬    割田  祐治   東京第七  石川   勲   神戸   阪田  和男 

  埼玉    大賀  光夫   神奈川   本多  伸一   兵庫   畠田  真吾 

  甲信    山本  裕司   静岡    鈴木  健支   中国第一 田村  綱正 

  茨城    飯塚  義康   愛知    宮川  典子   中国第二 馬屋原  治 

  千葉    田山  朝二   名古屋第一 加藤  眞一   四国東  若井大三郎 

  東京第一  廣川  剛秀   名古屋第二 山本  秀樹   四国西  秀野  光彦 

                              九州   石川  清英 



解発第 2505号                                 令和 7 年 2 月 1 日 

解 脱 会 

理 事 長 

教 務 局 長 

 

 

ハートプランナー２０２５開催について 
 

 女子青年の学びの場として令和５年より実施を重ねてきたハートプランナーを、本年

もハートプランナー２０２５として開催致します。 

 女性活躍社会が進展する一方、性差による格差や偏見、職場環境・育児環境の不整備

など、女性の活躍を阻害する要因は、未だ解消には至ったとは言えない状況にあります。 

そのような状況下、青年部世代は学業・就職・仕事・結婚・出産・子育てという、変

化の著しい人生のステージを、男女がそれぞれの役割を分担し合いながら、未来の日本

を担う大変重要な役割を担っています。 

 本セミナーでは、お互いの本音や悩みをさらけ出せる雰囲気の中で、女性としての役

割の重要性を学び、自らの尊厳や役割を見出し、地域・社会や家庭生活の中で生き生き

と活躍できる人材となるための学びをさせていただきます。 

 法縁で結ばれたコミュニティの中で、縦横の繋がりを拡げ、地域・社会で活躍してい

ける人材育成を目指し、下記の通り開催致します。奮ってご参加下さい。 

記 

日 時：令和７年５月２４日（土）１０時開始、２５日（日）１５時終了予定 

場 所：御霊地  

内 容：メインテーマ「幸せ」 詳細は別紙プログラムの通りとなります。 

対 象：女子青年部員、女子青年部ＯＧ 

定 員：30 名 

申 込：各ブロック議長経由、青年本部迄（教区部長を通じて） 

    ・別紙の用紙に必要事項を明記の上、ご提出願います。 

    ・開催前日の５月２３日（金）に宿泊希望の方は、申込書のその他の欄に宿泊をご希望

の旨と、御霊地に到着する見込み時間をご記入ください。 

    ・〆 切：令和７年３月３１日（月） 

参加費：5,000 円 

交通費：往復の料金が 1 万円を超える額を助成致します。 

★不明な点がございましたら、各ブロック議長及び、青年本部までお問合せ下さい。 

Ｔ Ｅ Ｌ：０３－３３５３－３７０７ 

ＭＡＩＬ：g y d @ g e d a t s u . o r . j p 

 

以 上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 日目】 

 ５月２４日（土） 

 

 10:00 拝礼行事 

 10:10 開会挨拶 

 10:20 アイスブレーキング 

 11:00 セッション１ 

     ～自分を知ろう～ 

 12:30 昼食 

 13:30 セッション２ 

     ～共有タイム～ 

 15:30 休憩 

 15:50 終礼行事 

 16:30 夕食ＢＢＱ 

 19:00 入浴 

 21:00 懇親会 

 23:00 就寝 

 

【２日目】 

 ５月２５日（日） 

 

 7:00 お山参拝 

 8:00 朝食 

 9:00 拝礼行事 

 9:10 共有・分かち合い 

 10:00 休憩 

 10:20 講話 

 11:00 セッション３ 

   ～ウェルビーイング～ 

 12:15 昼食 

 13:15 感想発表 

 14:30 閉会挨拶 

 14:45 終礼行事 

 15:00 解散 

 

 



ハート♥プランナー２０２５ 

参  加  申  込  書  

記入日 令和 ７年  月  日  

★全ての項目（特にメールアドレスははっきりとわかりやすく）に必ず明記し、ご提出下さい。 
★参加者のグループ LINE や ML（メーリングリスト）を組みます。議長、部長経由で別途連絡を致し
ますので、ご理解ご協力をお願い致します。 
※提出締切：令和７年３月３１日（月） 

ふりがな 
 

青 年 部 の お 役 目 

氏         名 

   ☐あり： 

☐なし  

生 年 月 日 西暦     年   月    日      年 齢  満     歳 

住    所 

〒                                   最寄り駅：        駅    

 

電 話 番 号 

TEL：                                                           

携帯：                    E-mail：    

LINE ID： 

緊急連絡先 

 

〒        住所：                               
 

氏名          （続柄：   ）   TEL： 

職    業 

☐ 会社員 ☐ 学生 ☐ その他〔          〕                       

会社･学校名：                                                                                      

資料送付先 

※希望の方法

を右記より選

択ください 

☐ 郵送希望 

 〒  

 住所： 

 TEL： 

☐ データ送信 

 ☐ 上記記載のアドレス宛に送信 

 ☐ 他に希望がある場合  

 （              ）  

参 加 動 機 

 

 

その他 

（意見・希望） 

＊前泊希望、アレルギーの食品や、常備薬、気になる点について等、ございましたら明記願いま

す。 

 

 

 

     ブロック       教区     地区                    支 部  



解発第 2506号                                               令和 7年 2 月 1 日 

解  脱  会 

理  事  長 

内  務  局 

霊魂萬部供養申込書について 

１． 申込み〆切 ： 4 月 15日（※本部必着） 

２． 記入上の注意 

  ･ ボールペンにて、ていねいに楷書で記入する。 

  ･ 霊数･帠料、〒･住所･TEL･教区･支部･申込者名（フリガナ）は、すべて記入する。 

･ ｢霊魂萬部供養申込書｣は、会員個人が記入し、支部に提出する。 

＜注意：執行証を複数の封筒に入れて謹製したい場合は、新たな申込書にそれぞれ記入し、帠料欄の

下に｢別封筒にて謹製してください｣と記入する＞ 

･ 各欄に申込み者の名字を記入する場合は、名字は書かずに、｢○｣印のみを記入する。 

＜注意：申込み者以外の名字は、同姓でも名字を記入する＞ 

   （例：分家が同姓の場合や、配偶者の実家が同姓の場合など） 

･ ｢営業関係      之霊｣は、必ず取扱い商品名・資材名を記入する。 

･ ｢家 飼      之霊｣は、必ず動物の種類を記入する。 

･ 各項目の欄に書ききれない場合は、１行に２霊以上記入することができる。 

＜注意：縦線などを引き、霊数の合計を右側に記入する＞ 

   （例１ ： 山本 ・ 小林  家  水死無縁之霊  →  霊数が２） 

（例２ ： 小林  家  飼  馬 ･ 犬 ･ 猫  之霊  → 霊数が３） 

   （例３ ： 山田一郎 ｜ 小林二郎 ｜ 佐藤三郎 ｜ 田中四郎  之霊  → 霊数が４） 

･ 支部は、下の１枚を支部控えとし、上の１枚を本部に提出する。 

･ 支部より本部に申込む時点で、｢霊魂萬部供養申込報告書｣の欄にすべて記入し、本部に提出する。 

（例１ ： 初 回 → 令和 7年 ○春  季大祭 霊魂萬部供養申込報告書    １ 回 ） 

＜注意：追加して申込みをする場合は、申込み回数を記入する＞ 

（例２ ： ２回目 → 令和 7 年 ○春  季大祭 霊魂萬部供養申込報告書    ２ 回 ） 

（例３ ： ３回目 → 令和 7 年 ○春  季大祭 霊魂萬部供養申込報告書    ３ 回 ） 

３． 申込み先 ： 解脱会本部総務部（経理係）、及び各直轄道場 

･ 記入文字及び申込み霊数と帠料は再確認のうえ、本部へお申込みください。 

＜注意：読みにくい文字は、文字の上に必ずフリガナをご記入願います＞ 

４． 問合せ先 ： 解脱会本部  〒160-0007  東京都新宿区荒木町４ 

 ･ 申込内容に関する問合せ ：調札部 [℡ 03-3353-3555] 



令和７年２月度 行事及び出講者 

【本部道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 木﨑 成博 

感 謝 日 15 13：00～15：00 坂﨑 康宏 

青 年 講 座 2 10：00～12：00 原  忠邦 

修法相談     

※修法相談を希望される場合は教務部に問い合わせて下さい。教務部：03-3353-3706 

 

 

【御霊地道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 岡野 英夫 

感 謝 日 15 13：00～15：00 宮坂 保徳 

青 年 講 座 休 講 

修 法 相 談 

2・3、7～9、 

16～17、 

21～24 

  

健康相談  金・土・日・月 （火・水・木 は休み） 

※修法相談は、右記へお申込み下さい。教務部 修法係：048-591-2526  教務部：03-3353-3706 

※健康相談は、右記へお問い合わせ下さい。教務部 健康指導係：03-3353-3667 

 

 

【札幌道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 松橋 伸次 

感 謝 日 15 13：00～15：00 矢留 勝則 

青 年 講 座 2 10：00～12：00 鈴木 秀男 

修 法 相 談 ２月は行われません 

健 康 相 談 ２月は行われません 

※修法相談を希望される場合は札幌道場にお問い合わせ下さい。 札幌道場：011-711-0570 



 

 

【湘南道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 
10：00～11：30 

13：30～15：00 
安達 武寿 

感 謝 日 15 
10：00～11：30 

13：30～15：00 
西脇 武利 

青 年 講 座 2 10：00～12：00 福井 恒明 

修 法 相 談 ２月は行われません 

健 康 相 談 15  健康指導委員で対応 

※修法相談を希望される場合は湘南道場にお問い合わせ下さい。 湘南道場：0465-22-3005 

 

 

【中部道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 服部 宇之輔 

感 謝 日 15 13：00～15：00 山本 英次 

青 年 講 座 2 10：00～12：00 柴山 秀一 

修 法 相 談 ２月は行われません 

健 康 相 談 15～16  磯崎 剛一 

※修法相談を希望される場合は中部道場にお問い合わせ下さい。 中部道場：052-451-4532 

 

 

【関西道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 今庄 康裕 

感 謝 日 15 13：00～15：00 瀧  久和 

青 年 講 座 2 10：00～12：00 齋藤 安彦 

健康相談  13～14  健康指導委員で対応 

 



解脱会ホームページ 

会員専用ページのパスワード変更 
のお知らせ 

 

 

ホームページアドレス 

www.gedatsukai.org 
 

 

令和 7年3 月1 日 ～ 令和7 年8 月末 

まで有効(半年に一度変更) 

支部道場に掲示してください 

 

QRコード 

（  20 25 ）年           （ 終戦 80 年） 

http://www.gedatsukai.org/


春 

令和   年   季大祭  霊魂萬部供養申込報告書         回 

秋                              申込回数を記入 

 

教区          支部 

支部コード：               

支部長名：              印   

※日中に連絡可能な電話番号：    ―     ―       

 

 
萬部供養申込霊数 霊 

帛      料 円 


